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上期 概況サマリー 第2四半期累計 

売上高 
 

▐ 前年同期比で若干の減収 
• エンタープライズが大幅増加も、事業の非連結化

の影響によりその他が減少 

 
営業利益 

 
 

▐ 前年同期比で減益 
• エンタープライズやシステムプラットフォームが

増加も、パブリックやテレコムキャリアが減少 

 
当期純利益 

 
 

▐ 前年同期比で減益も、ブレークイーブンを確保 
• 前年同期にNECフィールディングの完全子会社化

に伴う非支配株主持分の取り込みで約80億円計上 

前年同期比 △1.3％ 

前年同期比 △82億円 

前年同期比 △122億円 
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上期 実績サマリー 
（億円）

14年度 15年度 14年度 15年度
実績 実績 実績 実績

売 上 高 7,261 7,215 △ 0.6% 13,248 13,081 △ 1.3%

営 業 利 益 286 234 △ 52 215 133 △ 82

対売上高比率（％） 3.9% 3.2% 1.6% 1.0%

経 常 利 益 267 191 △ 76 167 114 △ 53

対売上高比率（％） 3.7% 2.7% 1.3% 0.9%

当 期 純 利 益 226 102 △ 123 125 2 △ 122

対売上高比率（％） 3.1% 1.4% 0.9% 0.0%

フリー･キャッシュ･フロー △ 667 △ 716 △ 49 △ 134 94 + 227

第2四半期 <7～9月> 上期 <4～9月>

前年
同期比

前年
同期比

参考： 15年度上期の売上平均為替レート（実績） 1ドル＝121.82円、1ユーロ＝134.3円 
（7/30時点での15年度の為替レート前提 1ドル＝115円、1ユーロ＝130円） 
14年度上期の売上平均為替レート（実績） 1ドル＝102.24円、1ユーロ＝139.44円 

第2四半期累計 
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セグメント別 上期実績サマリー 
（億円）

14年度 15年度 14年度 15年度
実績 実績 実績 実績

売 上 高 1,981 1,892 △ 4.5% 3,445 3,346 △ 2.9%
営 業 利 益 203 131 △ 72 219 126 △ 93
営業利益率（％） 10.2% 6.9% 6.3% 3.8%
売 上 高 723 784 + 8.4% 1,267 1,466 + 15.7%
営 業 利 益 40 62 + 22 23 90 + 67
営業利益率（％） 5.6% 7.9% 1.8% 6.1%
売 上 高 1,815 1,849 + 1.9% 3,325 3,275 △ 1.5%
営 業 利 益 123 136 + 13 166 103 △ 63
営業利益率（％） 6.8% 7.3% 5.0% 3.1%
売 上 高 1,785 1,876 + 5.1% 3,454 3,478 + 0.7%
営 業 利 益 62 58 △ 4 87 107 + 20
営業利益率（％） 3.5% 3.1% 2.5% 3.1%
売 上 高 958 815 △ 14.9% 1,758 1,516 △ 13.8%
営 業 損 益 22 26 + 4 △ 27 △ 44 △ 17
営業利益率（％） 2.3% 3.2% -1.5% -2.9%
営 業 損 益 △ 163 △ 179 △ 15 △ 252 △ 248 + 4
売 上 高 7,261 7,215 △ 0.6% 13,248 13,081 △ 1.3%
営 業 利 益 286 234 △ 52 215 133 △ 82
営業利益率（％） 3.9% 3.2% 1.6% 1.0%

パ ブ リ ッ ク

エンタープライズ

前年
同期比

前年
同期比

第2四半期 <7～9月> 上期 <4～9月>

テレコムキャリア

シ ス テ ム
プラットフォーム

そ の 他

消 去 ･ 配 賦 不 能

合 計

第2四半期累計 
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戦略投資の状況 

上期は前年同期比で60億円増加の120億円を実行 

▌SDN、ビッグデータ、サイバーセキュリティなどで増加 

 

第2四半期累計 

（億円） 

60  

120  

14年度上期 15年度上期 

戦略投資 上期の増加内訳イメージ 
（前年同期比） 

＋60 

ビッグ
データ 

クラウド 

SDN 
サイバー 

セキュリティ 

15年度 
年間計画 
285億円 

（前年度比＋150億円） 

※ 予想値は、2015年10月29日現在 

※ SDN：Software-Defined Networking 
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145 

219 

126 

3,033 
3,445 3,346 

13年度 
上期 

14年度 
上期 

15年度 
上期 

4.8% 

6.3% 

3.8% 

 
▌売上高 3,346億円 （△2.9％） 
官公向けで前年同期にあった大型案件の 

売上が減少したことなどにより減収 
マイナンバー関連需要の取り込みなど 

により公共向けは堅調に推移 
 

▌営業利益 126億円 （△93億円） 
売上減に加え、拡販活動強化の費用や 

不採算案件の増加などにより減益 
 

パブリック 

※ カッコ内の％は前年同期比 

（億円） 
前年 

同期比 

△2.9％ 

営業 
利益 

+13.6％ 

営業利益率 

売上高 

+9.5％ 

第2四半期累計 
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7 
23 

90 

1,301 1,267 
1,466 

13年度 
上期 

14年度 
上期 

15年度 
上期 

0.6% 
1.8% 

6.1% 

 
▌売上高 1,466億円 （+15.7％） 
流通･サービス業向け、製造業向けで共に 

大型案件があったことなどにより増加 
 

▌営業利益 90億円 （+67億円） 
売上増に加え、システム構築サービスの 

収益性改善などにより増益 
 

エンタープライズ 

+15.7％ 

営業 
利益 

△2.6％ 

営業利益率 

売上高 

（億円） 
前年 

同期比 

※ カッコ内の％は前年同期比 

+9.5％ 

第2四半期累計 
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194 
166 

103 

3,340 3,325 3,275 

13年度 
上期 

14年度 
上期 

15年度 
上期 

5.8% 

5.0% 
3.1% 

 
▌売上高 3,275億円 （△1.5％） 
国内事業が減少 
海外事業は海洋システムやTOMSなどが 

増加 
 

▌営業利益 103億円 （△63億円） 
売上減などにより減益 
 

テレコムキャリア 

△1.5％ 
営業 
利益 

△0.5％ 

営業利益率 

売上高 

（億円） 
前年 

同期比 

※ カッコ内の％は前年同期比 

△2.5％ 

※ TOMS：Telecom Operations & Management Solutions 

第2四半期累計 
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18 

87 
107 

3,507 3,454 3,478 

13年度 
上期 

14年度 
上期 

15年度 
上期 

0.5% 
2.5% 

3.1% 

 
▌売上高 3,478億円 （＋0.7％） 
ビジネスPCが減少したものの、 

サーバが堅調に推移し増収 
 

▌営業利益 107億円 （+20億円） 
売上増に加え、ハードウェアを中心とした 

収益性改善などにより増益 

システムプラットフォーム 

＋0.7％ 

営業 
利益 

△1.5％ 

営業利益率 

売上高 

（億円） 
前年 

同期比 

※ カッコ内の％は前年同期比 

△4.5％ 

第2四半期累計 
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△ 118 
△ 27 △ 44 

2,649 

1,758 
1,516 

13年度 
上期 

14年度 
上期 

15年度 
上期 

△ 4.5% 

△ 1.5% △ 2.9% 

売上高 

 
▌売上高 1,516億円 （△13.8％） 
物流サービス事業の非連結化の影響や 

携帯電話端末事業の減少などにより減収 
 

▌営業損益 △44億円 （△17億円） 
売上減などにより減益 
 

その他 

△13.8％ 

営業 
損益 

△33.6％ 

営業利益率 

（億円） 
前年 

同期比 

※ カッコ内の％は前年同期比 

△22.6％ 

第2四半期累計 
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セグメント別 上期計画値との差異 

案件ずれや費用の前倒し計上があるも、年間での業績見通しに変化なし 

エンタープライズ パブリック テレコムキャリア 

※ 計画値は、2015年7月30日時点での上期見通し 

営業利益 売上高 

計画→実績 計画→実績 

営業利益 売上高 

計画→実績 計画→実績 

営業利益 
売上高 

計画→実績 計画→実績 

（億円） 
計画比 

＋20 △100 
△90 

△50 
△50 ±0 

▐ 売上高 
 製造業、流通･サービス業とも 

ほぼ想定どおり好調を継続 
▐ 営業利益 
 システム構築サービスの 

収益性改善の進展により過達、 
年間での上振れを期待 

▐ 売上高 
 航空宇宙防衛の領域で 

下期以降への期ずれが発生し未達 
▐ 営業利益 
 売上未達に加え、スマート 

ウォーター関連や宇宙関連の 
拡販活動強化の費用前倒しや 
不採算案件の増加で未達 

▐ 売上高 
 モバイルバックホールや国内工事で 

下期への期ずれが発生し未達 
▐ 営業利益 
 モバイルバックホールの売上未達や 

開発費および市場開拓費前倒しで 
未達 

第2四半期累計 
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当期純利益増減（前年同期比） 第2四半期累計 

営業利益 
△82  

その他 
△69  

営業外損益 
+29  14年度 

上期 
125 

15年度 
上期 

2 

（億円） エンタープライズ +67 
システムプラットフォーム +20 
消去･配賦不能 +4 
その他 △17 
テレコムキャリア △63 
パブリック △93 

退職給付費用 +56 
持分法による投資利益 +24 
助成金収入 △20 
為替差損益 △22 

非支配株主に 
帰属する四半期純損益 △78 
法人税等 △12 
事業構造改善費用 +17 
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Ⅱ.業績予想 
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業績予想サマリー 

増収増益で当期純利益650億円の達成を目指す 

参考：15年度下期の為替レート前提 1ドル＝115円、1ユーロ＝130円 

（億円）

14年度 15年度
実績 予想

売 上 高 29,355 31,000 + 5.6%

営 業 利 益 1,281 1,350 + 69

対売上高比率（％） 4.4% 4.4%

経 常 利 益 1,121 1,200 + 79

対売上高比率（％） 3.8% 3.9%

当 期 純 利 益 573 650 + 77

対売上高比率（％） 2.0% 2.1%

フリー･キャッシュ･フロー 404 800 + 396

前年度比

通期

（億円）

14年度 15年度
実績 予想

売 上 高 8,219 8,650 + 5.2%
営 業 利 益 748 860 + 112
営業利益率（％） 9.1% 9.9%
売 上 高 2,705 2,900 + 7.2%
営 業 利 益 83 110 + 27
営業利益率（％） 3.1% 3.8%
売 上 高 7,402 7,800 + 5.4%
営 業 利 益 620 640 + 20
営業利益率（％） 8.4% 8.2%
売 上 高 7,289 7,600 + 4.3%
営 業 利 益 314 330 + 16
営業利益率（％） 4.3% 4.3%
売 上 高 3,741 4,050 + 8.2%
営 業 利 益 40 40 0
営業利益率（％） 1.1% 1.0%
営 業 損 益 △ 524 △ 630 △ 106
売 上 高 29,355 31,000 + 5.6%
営 業 利 益 1,281 1,350 + 69
営業利益率（％） 4.4% 4.4%

テレコムキャリア

シ ス テ ム
プラットフォーム

そ の 他

消 去 ･ 配 賦 不 能

合 計

パ ブ リ ッ ク

エンタープライズ

通期

前年度比

※ 予想値は、2015年10月29日現在（7月30日の前回予想から変更はありません） 

通期予想 
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国内IT投資の状況 

足もとの国内IT投資（サービス/ハードウェア）の受注は好調を継続 

▌国内ITサービスは14年度4Q以降、公共や流通･サービス業を中心に好調 

▌PCサーバは1Qを中心に上期好調 

100％ 

110% 
116% 

108% 

14年度 
1Q 

 
2Q 

 
3Q 

 
4Q 

15年度 
1Q 

 
2Q 

国内ITサービスの四半期別受注動向 
（前年同期比） 

15年度上期 
受注 

112％ 
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マイナンバー関連事業の状況 

基盤インフラ整備市場で1,000億円（14～16年度累計）獲得を目指す 
～足もとの好調な受注状況を踏まえ、従来の700億円から目標を上方修正し再設定（セキュリティを含む） 

 

▌上期の受注高は200億円、年間目標150億円を過達、更なる上積みを期待 

▌マイナンバー制度開始に伴う、全国の地方公共団体向け顔認証システムを受注 

 

 

 

※ 予想値は、2015年10月29日現在 

250  
100  200  

70  

300 

600 

14年度 
受注高 

14年度 
売上高 

15年度上期 
受注高 

15年度 
売上高（予想） 

16年度 
売上高（予想） 

マイナンバー関連の受注高･売上高 （億円） 

（上期実績） 
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セーフティ/サイバーセキュリティの状況 

GSDおよびサイバーセキュリティでの伸長を見込む 

▌GSDを中心とした現地主導型ビジネスの推進 

▌サイバーセキュリティでの先進の人材･情報･技術と最適なシステム構築の総合力 

※ GSD : Global Safety Division 

米州 
▐ アリゾナ州交通局に顔認証

ソリューションを提供 
▐ ブラジルの主要14国際空港

における税関向け顔認証シ
ステムを受注 

▐ ブラジル リオ･デ･ジャネイ
ロ州のアスー港湾にセキュ
リティシステムを構築 

▐ ブラジル リオ･デ･ジャネイ
ロ市で土砂災害シミュレー
ションシステムを活用した
実証実験を実施 

日本･中華圏APAC 
▐ サイバーセキュリティ･ 

ファクトリーで100団体、
800組織のセキュリティ 
監視を対応中 

▐ フィリピン国家警察に自動
指紋認証システムを提供 

▐ オーストラリア北部準州 
警察に顔認証ソリューショ
ンを提供 

▐ インドネシア情報通信省 
傘下のId-SIRTII/CCと 
サイバーセキュリティ領域
で協力 
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SDNの状況 

グローバルキャリアへの提案･実証実験は40案件以上に拡大中 

▌TOMS製品連携による仮想化導入、vEPC、vMVNO、vCPEなどの 
SDN/NFVソリューション提供における先行性、オープンエコシステムへの貢献･
パートナー協業などの強みを活かし、グローバルトップグループ入りを目指す 

EMEA 
▐ スイスコム 
 SDN/NFV領域で協業 

▐ ポルトガルテレコム 
 vCPEの仮想化実証実験を実施 

▐ エティサラート 
 vCPEの仮想化実証実験を実施 

米州 
▐ テレフォニカブラジル 
 vCPEの商用ネットワーク 

による大規模トライアル 

日本･中華圏APAC 
▐ NTTドコモ 
 NFV技術開発パートナー 

ベンダに選定 
▐ KDDI研究所 
 SDN/NFV実証実験に参加 

▐ KT 
 5GとSDN/NFVを含む 

ネットワーク領域で協業 

※ vEPC：virtualized Evolved Packet Core 
vMVNO：virtualized  Mobile Virtual Network Operator 
vCPE：virtualized Customer Premises Equipment 
NFV：Network Functions Virtualization 

※ 事例は、2015年1月以降のプレスリリースから 
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Ⅲ.次期中期経営計画の策定に向けて 
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2015中期経営計画の進捗（2年半の振り返り） 

成
果
・
進
捗 

▐ 社会ソリューション事業への注力 
 ビジネスモデル変革（One to Many）、政策による事業機会獲得（マイナンバー

他）、コア技術の強化（注力領域）、ポートフォリオ経営など 
▐ グローバル成長基盤の確立 
 現地発ソリューション展開の事業基盤構築（GSD）など 

▐ 安定的な財務基盤の確立 
 ROE改善、配当継続、財務健全性の改善、損失圧縮による利益構造適正化など 

強
化
・
推
進 

▐ グローバル競争力の強化 
 注力領域･海外事業の拡大、ビジネスモデル文化の定着 
 業務改革の推進、品質関連コストの徹底削減、グループ経営管理の強化 

▐ CSに対する責任 
 コンプライアンスの推進 

中期経営計画 

※ CS：Customer Satisfaction 



23 © NEC Corporation 2015 

次期中期経営計画の基本方針 

 
 

 

▌2015中期経営計画の経営方針の継続 
 積み残し課題の完遂、現中計の進捗･反省を踏まえ、なすべき事項を明確化 

▌成長のためのポイント 
 Valueプロバイダー 
 財務基盤強化（営業利益率での貢献） 
 グローバル競争力強化（海外注力事業の明確化） 
 文化の構築（＝教育システム） 

 

次期中期経営計画：成長の実証と海外注力事業の事業基盤作り 

2015中期経営計画：信頼回復と次の成長の経営基盤作り 

中期経営計画 
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海外注力事業の明確化 

One to Manyを前提に、注力事業を明確化し事業基盤を確立 

 
 

中期経営計画 

対象領域 検討のポイント 

セーフティ サーベイランスやサイバーセキュリティなどを中心に、 
強みを活かした海外現地発のビジネスモデルを検討 

スマート
ウォーター 

センサを強みとした水道管漏水検知、配管劣化診断での市場参入と、 
スマートウォーター、スマートシティ事業への展開 

リテール コンビニエンスストア向け事業で提供している価値をグローバルに展開 

ネットワーク SDN、TOMSの強みを軸に、NECならではのソリューションを提供し、 
テレコムキャリアの収入増、費用効率化に貢献 
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業務改革の推進 

NECマネジメントパートナー（NMP）を核にグループ10万人の働き方改革実行中 
～外へ向かう力の最大化に向けて、これまでに成長領域へ約250人をシフト 
 

 これまでの進捗 今後の取り組み 

業務の 
ワンマネジメント化 

 当社からの機能移管 
（1,700人）実施 

 NMPの玉川事業場集結
（11月～） 

 一部関係会社の業務移管 
（来年4月～） 

ワンマネジメントの 
下での業務改革 

 共通IT資産をNMPに移管 
 全社会議体の改革実施 

 不要な業務廃止や標準 
プロセスの設計 

 標準プロセスをグループ
全体に普及･定着 

中期経営計画 
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コンプライアンスの推進 

企業倫理･コンプライアンスをグループ全体の企業文化として浸透･定着 

▌トップからのメッセージ発信によるコンプライアンス方針の徹底 
経営トップ･各階層の組織トップが、倫理観の重要性･コンプライアンス最優先の徹底を 

自らの言葉で継続的に発信 
 

▌企業倫理･コンプライアンス教育の充実 
コンプライアンス教育の多面的強化、内容充実 
自らの行動を振り返る仕組み作り 

 
▌社内制度や体制の強化 
コンプライアンス･リスク低減のための社内制度や体制の継続的な整備･見直し 
第三者によるチェック･アドバイス 
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100年間価値を提供し続ける企業 

CCC : Cash Conversion Cycle 

中期経営計画 

役員合宿 
構造改革 
V2012 

 
1. 社会ソリューション

への注力 
2. グローバル成長基盤

の確立 
3. 安定的な財務基盤の

確立 

 
 
 
 

2015の基盤を
ベースに確固たる

成長力 
＋ 

次への成長基盤 
 
 
 
 
 

10～12年度 13～15年度 16～18年度 

準備 
実績 

成長 
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2015中期経営計画の最終年度、
NECグループが有する 

貢献力を向上 
 

4年連続で年間計画を 
確実に達成して増配を実現へ 

※ 予想値は、2015年10月29日現在 
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第2四半期累計期間 決算概要（補足） 
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その他 2,649 1,758 1,516 

システム 
プラットフォーム 3,507 

3,454 3,478 

テレコムキャリア 3,340 
3,325 3,275 

エンタープライズ 1,301 
1,267 1,466 

パブリック 3,033 
3,445 3,346 

13,831 13,248 13,081 

13年度 
上期 

14年度 
上期 

15年度 
上期 

売上高 

セグメント別 上期実績（3ヵ年推移） 

システム 
プラットフォーム 18 87 107 
テレコムキャリア 194 

166 103 
エンタープライズ 7 

23 90 
パブリック 145 

219 126 

その他 △118 
△27 △44 

消去・配賦不能 △243 
△252 △248 

4 

215 
133 

13年度 
上期 

14年度 
上期 

15年度 
上期 

営業損益 
（億円） 

第2四半期累計 
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パブリック 
126 エンター 

プライズ 
90 

テレコム 
キャリア 

103 

システム 
プラット 
フォーム 

107 

その他 
△ 44 

営業損益 

セグメント別 上期実績 
（億円） 

パブリック 
25% 

エンター 
プライズ 

11% 
テレコム 
キャリア 

25% 

システム 
プラット 
フォーム 

27% 

その他 
12% 

売上高 

15年度 
上期売上高 
1兆3,081億円 

15年度 
上期営業利益 

133億円 

第2四半期累計 
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売上高増減（前年同期比） 

パブリック 
△99  

テレコム 
キャリア 

△49  

その他 
△242  

エンター 
プライズ 
+199  

システム 
プラット 
フォーム 

+24  

14年度 
上期 

13,248  15年度 
上期 

13,081  

（億円） 

物流サービス事業の非連結化 
携帯電話端末事業の減少 

ビジネスPCが減少も 
サーバが堅調に推移 

流通・サービス業向け、 
製造業向けで共に 
大型案件が寄与 

官公向けで前年同期にあった大型案件の 
売上が減少したことなどにより減収 
マイナンバー関連需要の取り込み 
などにより公共向けは堅調に推移 

国内事業が減少 
海外事業は海洋システムや 
TOMSなどが増加 

第2四半期累計 
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営業利益増減（前年同期比） 第2四半期累計 

パブリック 
△93  

テレコム 
キャリア 

△63  

その他 
△17  

エンター 
プライズ 

+67  
システム 
プラット 
フォーム 

+20  
消去･ 

配賦不能 
+4  14年度 

上期 
215  15年度 

上期 
133  

（億円） 

売上減に加え、拡販活動強化の費用や 
不採算案件の増加などにより減益 

売上増に加え、 
ハードウェアを中心とした 
収益性改善などにより増益 

売上減など 

売上増に加え、 
収益性改善などにより増益 

売上減など 
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EMEA 585 639 652 

中華圏APAC 1,124 1,156 1,292 

米州 1,022 969 
1,035 

2,731 2,764 
2,980 

19.7% 20.9% 
22.8% 

13年度 
上期 

14年度 
上期 

15年度 
上期 

日本 
77.2% 

米州 
7.9% 

中華圏
APAC 
9.9% 

EMEA 
5.0% 

地域別売上高 

※ 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しています 

（億円） 

海外売上高比率 

15年度 
上期売上高 
1兆3,081億円 

海外売上高 第2四半期累計 
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財政状態に関する経営指標 

（億円）

15/3末 15/9末 15/3末比 14/9末

総 資 産 26,207 24,655 △ 1,551 24,477

純 資 産 8,842 8,611 △ 231 7,579

有 利 子 負 債 残 高 5,208 5,308 + 100 5,706

自 己 資 本 8,237 8,001 △ 236 6,958
自己資本比率（％） 31.4% 32.5% + 1.1pt 28.4%

Ｄ / Ｅ レ シ オ （ 倍 ） 0.63 0.66 △ 0.03pt 0.82

ネ ッ ト Ｄ / Ｅ レ シ オ （ 倍 ） 0.41 0.43 △ 0.02pt 0.57

現金及び現金同等物の期末残高 1,811 1,885 + 73 1,760

第2四半期累計 
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《参考》貸借対照表の状況（15/9末） 

1兆4,411億円 

流動資産 

1兆244億円 

固定資産 

1兆6,044億円 

負債 

8,611億円 

純資産 

総資産 
2兆4,655億円 

（前年度末比 △1,551億円） 

前年度末比 
（億円） 

支払手形及び買掛金や 
未払費用の減少 売掛債権の回収 

配当金支払および 
株式の時価下落に伴う 
その他有価証券 
評価差額金の減少 

△1,357 

△194 

△1,320 

△231 

第2四半期累計 
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フリー･キャッシュ･フローの状況 

△ 273 

278 328 

△ 676 
△ 411 

△ 235 

△ 948 

△ 134 
94 

△ 1,200 

△ 1,000 

△ 800 

△ 600 

△ 400 

△ 200 

0

200

400

13年度 
上期 

14年度 
上期 

15年度 
上期 

営業キャッシュ･フロー 投資キャッシュ･フロー フリー･キャッシュ･フロー 

事業買収に伴う 
支出の増加 

税金等調整前四半期純損益や 
運転資本の改善 

（億円） 

第2四半期累計 

玉川事業場内の土地建物に設定された 
信託受益権の取得など 

運転資本の改善 

事業買収に伴う 
支出の減少 
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社会ソリューション事業への注力①（上期の主な成果） 

SDN、セーフティ/サイバーセキュリティなど海外･注力領域で事例を獲得 

▌SDN 
スイスコムとSDN/NFV領域で協業 
ポルトガルテレコムと共同で家庭内通信機器の仮想化に関する実証実験を実施 
 KDDI研究所のSDN/NFV実証実験に参加 
韓国大手通信事業者KTと5GとSDN/NFVを含むネットワーク領域で協業 
スペインの大手通信事業者テレフォニカと企業向けvCPEの実証実験に成功 
中東の大手通信事業者エティサラートとvCPEの実証実験に成功 

 

▌ビッグデータ 
三井住友銀行に「お客さまの声」を自動分析するシステムを納入 
米国テキサス州･アーリントン市と共同で漏水監視サービスの有効性を実証 
「物体指紋認証技術」を強化し、抱っこひも「エルゴベビー」の偽造品対策に採用 

第2四半期累計 
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社会ソリューション事業への注力②（上期の主な成果） 

SDN、セーフティ/サイバーセキュリティなど海外･注力領域で事例を獲得 

▌セーフティ/サイバーセキュリティ 
甲州市からマイナンバーを扱う端末向け顔認証システムを受注 
マイナンバー制度開始に伴う、全国の地方公共団体向け顔認証システムを受注 

 

ブラジルの主要14国際空港における税関向け顔認証システムを受注 
フィリピン国家警察に自動指紋認証システムを提供 
アリゾナ州交通局に顔認証ソリューションを提供 
オーストラリア北部準州警察に顔認証ソリューションを提供 
インドネシア情報通信省傘下のId-SIRTII/CCとサイバーセキュリティ領域で協力 
ブラジル リオ･デ･ジャネイロ州のアスー港湾にセキュリティシステムを構築 
ブラジル リオ･デ･ジャネイロ市で土砂災害シミュレーションシステムを活用した実証実験を実施 
 

第2四半期累計 



42 © NEC Corporation 2015 

グローバル成長基盤の確立（上期の主な成果） 

テレコムキャリア領域に加え、新たな事業領域での事例の獲得にも注力 

▌テレコムキャリア領域 
インドネシア大手通信事業者インドサットの運用支援システム(OSS)を受注 
メキシコ通信事業者MaxcomからOSSを追加受注 
マレー半島とボルネオ島を結ぶ光海底ケーブル「SKR1M」を受注 
ノルウェーの大手通信事業者テレノールグループとIP･光通信システムのグローバル包括契約を締結 
トルコ最大の通信事業者タークセルからLTEサービス向け屋外一体型超小型マイクロ波通信装置を受注 

 

▌新たな事業領域への参画 
南アフリカのICTソリューション企業XON社に資本参加 
インドのアンドラプラデシュ州とスマートシティ開発に関するMOUを締結 
クウェートの大型製油プラント向け通信･セキュリティシステムを受注 
フランス ブイググループのColas社と道路交通システムの高度化で協業 
ブラジル リオ・デ・ジャネイロ市の水泳スタジアム向けICTインフラを受注 
 

第2四半期累計 
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業績予想（補足） 
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その他 5,259 3,741 4,050 

システム 
プラットフォーム 7,808 

7,289 7,600 

テレコムキャリア 7,258 
7,402 7,800 

エンタープライズ 2,723 
2,705 2,900 

パブリック 7,384 8,219 8,650 

30,431 29,355 31,000 

13年度 
 

14年度 
 

15年度 
（予想） 

売上高 

セグメント別 業績予想（3ヵ年推移） 

40 40 
システム 

プラットフォーム 307 314 330 

テレコムキャリア 603 620 640 
エンタープライズ 65 83 110 

パブリック 586 
748 

860 

その他 △14 
消去・配賦不能 △486 △524 △630 

1,062 
1,281 

1,350 

13年度 
 

14年度 
 

15年度 
（予想） 

営業損益 
（億円） 

※ 予想値は、2015年10月29日現在 

通期予想 
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パブリック 
860 

エンター 
プライズ 

110 

テレコム 
キャリア 

640 

システム 
プラット 
フォーム 

330 

その他 
40 

営業利益 

セグメント別 業績予想 
（億円） 

パブリック 
28% 

エンター 
プライズ 

9% 
テレコム 
キャリア 

25% 

システム 
プラット 
フォーム 

25% 

その他 
13% 

売上高 

15年度 
売上高予想 
3兆1,000億円 

15年度 
営業利益予想 

1,350億円 

※ 予想値は、2015年10月29日現在 

通期予想 
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586 
748 

860 

7,384 
8,219 8,650 

13年度 
 

14年度 
 

15年度 
（予想） 

7.9% 9.1% 9.9% 

 
▌売上高 8,650億円 （+5.2％） 
公共向けを中心に増加を見込む 

 
▌営業利益 860億円 （+112億円） 
売上増、原価低減、不採算案件の減など 

により増益を見込む 
 

パブリック 

+5.2％ 

営業 
利益 

+11.3％ 

営業利益率 

売上高 

（億円） 
前年度比 

※ 予想値は、2015年10月29日現在、カッコ内の％は前年度比 

+8.5％ 

通期予想 



47 © NEC Corporation 2015 

65 
83 

110 

2,723 2,705 
2,900 

13年度 
 

14年度 
 

15年度 
（予想） 

2.4% 3.1% 3.8% 

 
▌売上高 2,900億円 （+7.2％） 
製造業向け、流通･サービス業向けともに 

増加を見込む 
 

▌営業利益 110億円 （+27億円） 
売上増に加え、収益性改善などにより 

増益を見込む 
 

エンタープライズ 

+7.2％ 

営業 
利益 

△0.7％ 

営業利益率 

売上高 

（億円） 
前年度比 

※ 予想値は、2015年10月29日現在、カッコ内の％は前年度比 

+8.2％ 

通期予想 
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603 620 640 

7,258 7,402 7,800 

13年度 
 

14年度 
 

15年度 
（予想） 

8.3% 8.4% 8.2% 

 
▌売上高 7,800億円 （+5.4％） 
国内は微減を見込む 
海外はモバイルバックホール、TOMS、 

海洋システムなどで増加を見込む 
 

▌営業利益 640億円 （+20億円） 
海外を中心とした売上増により 

増益を見込む 
 

テレコムキャリア 

+5.4％ 営業 
利益 +2.0％ 

営業利益率 

売上高 

（億円） 
前年度比 

※ 予想値は、2015年10月29日現在、カッコ内の％は前年度比 

+2.3％ 

通期予想 
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307 314 330 

7,808 
7,289 7,600 

13年度 
 

14年度 
 

15年度 
（予想） 

3.9% 4.3% 4.3% 

 
▌売上高 7,600億円 （+4.3％） 
サーバやネットワーク、ソフトウェア 

などのソリューションプラットフォームを
中心に増加を見込む 
 

▌営業利益 330億円 （+16億円） 
売上増や更なる原価低減により 

増益を見込む 
 

システムプラットフォーム 

+4.3％ 営業 
利益 △6.6％ 

営業利益率 

売上高 

（億円） 
前年度比 

※ 予想値は、2015年10月29日現在、カッコ内の％は前年度比 

+4.9％ 

通期予想 
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△ 14 

40 40 

5,259 

3,741 4,050 

13年度 
 

14年度 
 

15年度 
（予想） 

△ 0.3% 

1.1% 

1.0% 

 
▌売上高 4,050億円 （+8.2％） 
携帯電話端末事業が減少も 

エネルギー事業などの増加を見込む 
 

▌営業損益 40億円 （±0億円） 
エネルギー事業の損益が改善するものの 

前年にあった知財関連の一過性の利益計上
の影響などにより前年並みを見込む 

 

その他 

+8.2％ 

営業 
損益 

△28.9％ 

営業利益率 

売上高 

（億円） 
前年度比 

※ 予想値は、2015年10月29日現在、カッコ内の％は前年度比 

△23.3％ 

通期予想 
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売上高増減（前年度比） 

パブリック 
+431  

エンター 
プライズ 
+195  

テレコム 
キャリア 
+399  

システム 
プラット 
フォーム 
+311  

その他 
+309  

14年度 
29,355 

15年度 
（予想） 
31,000 

（億円） 

※ 予想値は、2015年10月29日現在 

サーバやネットワーク、 
ソフトウェアなどの 
ソリューション 
プラットフォームを 
中心に増加を見込む 

国内は微減を見込む 
海外はモバイルバックホール、TOMS、 
海洋システムなどで増加を見込む 

製造業向け、 
流通･サービス業向け 
ともに増加を見込む 

携帯電話端末事業が減少も 
エネルギー事業などが増加 

公共向けを中心に 
増加を見込む 

通期予想 
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営業利益増減（前年度比） 

消去・ 
配賦不能 
△106  

パブリック 
+112  

エンター 
プライズ 

+27  

テレコム 
キャリア 

+20  

システム 
プラット 
フォーム 

+16  

その他 
±0  

14年度 
1,281  

15年度 
（予想） 
1,350  

（億円） 

※ 予想値は、2015年10月29日現在 

売上増、原価低減、 
不採算案件の減などにより 
増益を見込む 

売上増や更なる原価低減 
により増益を見込む 

海外を中心とした 
売上増により増益を見込む 

売上増に加え、収益性改善 
などにより増益を見込む 

エネルギー事業の損益が改善するものの 
前年にあった知財関連の一過性の 
利益計上の影響などにより前年並み 費用増など 

通期予想 
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当期純利益増減（前年度比） 

その他 
△2  営業利益 

+69  

営業外損益 
+10  

14年度 
573 

15年度 
（予想） 

650 

（億円） 

※ 予想値は、2015年10月29日現在 

パブリック +112 
エンタープライズ +27 
テレコムキャリア +20 
システムプラットフォーム +16 
消去・配賦不能 △106 

退職給付費用の改善（+104） 
為替差益の減少など 

非支配株主に帰属する 
当期純損益の悪化 
特別損益の改善など 

通期予想 
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その他 320 225 

システム 
プラット
フォーム 401 

398 

テレコム
キャリア 540 

526 

エンター 
プライズ 6 

12 

パブリック 161 
180 

1,427 
1,342 

1,450 

4.7% 4.6% 4.7% 

13年度 
 

14年度 
 

15年度 
（予想） 

研究開発費 

設備投資額･減価償却費･研究開発費 

※ 予想値は、2015年10月29日現在 

（億円） 

その他 108 75 115 

システム 
プラット
フォーム 53 76 

90 
テレコム
キャリア 68 59 

90 エンター 
プライズ 18 

3 

5 
パブリック 160 

161 

200 

408 
374 

500 

13年度 
 

14年度 
 

15年度 
（予想） 

設備投資額 

452 485 500 

13年度 
 

14年度 
 

15年度 
（予想） 

減価償却費 

* 信託受益権の取得は含まず 

* 

* 

売上高比率 

通期予想 
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参考資料（業績データ） 
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6,401 
7,430 7,004 

9,596 

5,987 
7,261 6,772 

9,335 

5,866 
7,215 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

△ 3.4% 

3.0% 3.3% 
8.6% 

△ 1.2% 
3.9% 2.1% 

9.9% 

△ 1.7% 3.2% 

△ 218 

222 234 

825 

△ 71 

286 141 

924 

△ 101 

234 

 
 

全社売上高･営業損益推移 

前年 
同期比 

（億円） 

+1.4％ 

△9.0％ △3.0％ 

+6.4％ 

△6.5％ 

△2.3％ △3.3％ 

△2.7％ 

△2.0％ 

13年度 14年度 15年度 

営業利益率 

売上高 

営業 
損益 

△0.6％ 
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18.9% 
20.5% 19.7% 

16.4% 

20.9% 20.8% 21.1% 

18.0% 

23.1% 

22.5% 

1,208 

1,523 
1,382 

1,578 

1,253 
1,511 1,426 

1,678 

1,356 
1,623 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

海外売上高推移 

前年 
同期比 

（億円） 

+24.0％ 

+11.8％ 
+14.1％ 

+22.9％ 

+3.7％ 

△0.8％ +3.2％ 

+6.3％ 

+8.2％ 

海外売上高比率 

海外売上高 

13年度 14年度 15年度 

+7.4％ 
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4 

142 176 

265 

16 

203 
158 

371 

△ 5 

131 

 
 

1,266 

1,767 1,640 

2,710 

1,464 

1,981 1,814 

2,959 

1,455 
1,892 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

0.3% 

8.0% 
10.7% 9.8% 

1.1% 

10.2% 8.7% 
12.5% 

△ 0.4% 6.9% 

パブリック 売上高･営業損益推移 

前年 
同期比 

（億円） 

+10.1％ 

+9.1％ +9.9％ 

+6.5％ 

+15.7％ 

+12.1％ 
+10.6％ 

+9.2％ 

△0.6％ 

営業利益率 

売上高 

営業 
損益 

13年度 14年度 15年度 

△4.5％ 
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△ 24 

31 

△ 2 

60 

△ 18 

40 5 
55 28 62 

 
 

587 
713 

607 

815 

544 

723 
612 

826 

683 
784 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

△ 4.1% 

4.4% 
△ 0.3% 

7.4% 

△ 3.3% 

5.6% 
0.9% 

6.7% 
4.1% 

7.9% 

エンタープライズ 売上高･営業損益推移 

前年 
同期比 

（億円） 

+17.4％ 

+3.7％ 

+2.8％ 

+10.7％ 

△7.4％ 

+1.3％ 

+0.8％ 

+1.3％ 

+25.5％ 

営業利益率 

売上高 

営業 
損益 

13年度 14年度 15年度 

+8.4％ 
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56 
138 124 

285 

43 
123 88 

366 

△ 33 

136 

 
 

1,540 
1,800 1,727 

2,190 

1,510 
1,815 1,708 

2,369 

1,426 

1,849 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3.6% 
7.7% 7.2% 

13.0% 

2.9% 
6.8% 5.1% 

15.4% 

△ 2.3% 

7.3% 

テレコムキャリア 売上高･営業損益推移 

前年 
同期比 

（億円） 

△0.7％ 
△4.0％ +3.8％ 

+9.4％ 

△2.0％ 

+0.8％ △1.1％ 

+8.2％ 

△5.6％ 

営業利益率 

売上高 

営業 
損益 

13年度 14年度 15年度 

+1.9％ 
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△ 66 

84 80 

209 

25 62 44 

183 

49 58 

 
 

1,577 
1,931 1,857 

2,443 

1,669 1,785 1,705 

2,130 

1,602 
1,876 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

△ 4.2% 

4.3% 4.3% 
8.6% 

1.5% 3.5% 2.6% 

8.6% 

3.0% 
3.1% 

システムプラットフォーム 売上高･営業損益推移 

前年 
同期比 

（億円） 

△3.3％ 

△5.4％ +11.0％ 

+16.4％ 

+5.9％ △7.5％ △8.2％ 

△12.8％ 

△4.0％ 

営業利益率 

売上高 

営業 
損益 

13年度 14年度 15年度 

+5.1％ 
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1,431 
1,218 1,173 

1,437 

800 
958 933 1,051 

701 815 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

3Q 
<10～12月> 

4Q 
<1～3月> 

1Q 
<4～6月> 

2Q 
<7～9月> 

△ 6.9% 
△ 1.6% 0.7% 

6.7% 

△ 6.1% 

2.3% 
△ 3.4% 

9.4% 

△ 9.9% 
3.2% 

△ 99 
△ 20 

8 
96 

△ 49 

22 

△ 31 

99 

△ 70 

26 

 
 

その他 売上高･営業損益推移 

前年 
同期比 

（億円） 

△3.5％ 
△37.2％ △34.9％ 

△12.1％ 

△44.1％ 
△21.3％ △20.5％ 

△26.9％ 

△12.4％ 

営業利益率 

売上高 

営業 
損益 

13年度 14年度 15年度 

△14.9％ 
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為替レートの推移 

121.82 

134.3 

110

120

130

140

4/1 4/30 5/29 6/30 7/31 8/31 9/30

ドル/円 実勢レート ドル/円 為替レート前提 ドル/円 売上平均レート 

ユーロ/円 実勢レート ユーロ/円 為替レート前提 ユーロ/円 売上平均レート 

（円） 
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株価の推移 

330

340

350

360

370

380

390

400

410

420

430

16,000

16,500

17,000

17,500

18,000

18,500

19,000

19,500

20,000

20,500

21,000

4/1 4/30 5/29 6/30 7/31 8/28 9/30

日経平均 ＮＥＣ 

（円） 
4/28 決算発表 

6/22 株主総会 

7/30 1Q決算発表 9/29 パブリック事業説明会 
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＜将来予想に関する注意＞ 
本資料には日本電気株式会社および連結子会社（以下NECと総称します。）の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、業績等に関する将
来予想に関する記述が含まれています。将来予想は、NECが金融商品取引所や関東財務局長等の規制当局に提出する他の資料および株主向
けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。NECは、そのような開示を行う場合、将来予想に関するセーフハーバー
（safe-harbor）ルールに準拠しています。これらの記述は、現在入手可能な仮定やデータ、方法に基づいていますが、そうした仮定や
データ、方法は必ずしも正しいとは限らず、NECは予想された結果を実現できない場合があります。また、これら将来予想に関する記述
は、あくまでNECの分析や予想を記述したものであって、将来の業績を保証するものではありません。このため、これらの記述を過度に信
頼することは控えるようお願いします。また、これらの記述はリスクや不確定な要因を含んでおり、様々な要因により実際の結果とは大き
く異なりうることをあらかじめご了承願います。実際の結果に影響を与える要因には、(1)NECの事業領域を取り巻く国際経済・経済全般
の情勢、(2)市場におけるNECの製品、サービスに対する需要変動や競争激化による価格下落圧力、(3)激しい競争にさらされた市場におい
てNECが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供し続けていくことができる能力、(4)NECが中国等の海外市場において事業
を拡大していく能力、(5)NECの事業活動に関する規制の変更や不透明さ、潜在的な法的責任、(6)市場環境の変化に応じてNECが経営構造
を改革し、事業経営を適応させていく能力、(7)為替レート（特に米ドルと円との為替レート）の変動、(8)NECが保有する上場株式の減損
をもたらす株価下落など、株式市場における好ましくない状況や動向、(9)NECに対する規制当局による措置や法的手続による影響等があ
ります。将来予想に関する記述は、あくまでも公表日現在における予想です。新たなリスクや不確定要因は随時生じるものであり、その発
生や影響を予測することは不可能であります。また、新たな情報、将来の事象その他にかかわらず、NECがこれら将来予想に関する記述を
見直すとは限りません。 
本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、NECが事業戦略を遂行することにより
経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。 
本資料に含まれる記述は、有価証券の募集を構成するものではありません。いかなる国・地域においても、法律上証券の登録が必要となる
場合は、有価証券の登録を行う場合または登録の免除を受ける場合を除き、有価証券の募集または売出しを行うことはできません。  
 
 （注） 当社の連結財務諸表作成に関する会計基準は「日本基準」を採用しています。 
  年度表記について、13年度は2014年3月期、14年度は2015年3月期（以下同様）を表しています。 
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